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４．環境モニタリング計画（案） 

 

 

 

 

環境モニタリングの継続 

（１）地下水位モニタリング 

地下水位変動のモニタリングを継続的に実施する。 

 

（２）植生モニタリングの継続（第１試験地） 

掘削・播き出しによる植生回復状況をモニタリングする。 

第１試験地の底面部の植物種の遷移を把握することを目的とし、継続的なモニタリングを実施する。 

 

（３）環境保全区域（大野川左岸）の湿生植生モニタリング 

基本的に地下水位の大幅な変位はないと考えられるが、環境保全区域のモニタリングを継続的に実施する。 

○モニタリング項目 

 ・植物相、土壌水分量（調査ライン）   ・植生状況の確認（環境保全区域全体）    ・外来種の侵入 

 

（４）猛禽類（サシバ）調査 

掘削に伴う猛禽類（サシバ）の採餌場、営巣環境への影響を継続してモニタリングを実施する。 


